
第
四
十
八
条
の
表
第
五

十
条
の
項

及
び
総
合
法
律
支
援
法

、
総
合
法
律
支
援
法
（
旧
震
災
特
例
法
附
則

第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
旧
震
災
特
例

法

第
四
十
八
条
の
表
第
五

十
条
の
四
第
六
項
の
項

総
合
法
律
支
援
法
（
同
法
第
四
十

八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
こ
の
法

律
の
規
定
を
含
む
。）

総
合
法
律
支
援
法
（
同
法
第
四
十
八
条
に
お

い
て
準
用
す
る
こ
の
法
律
の
規
定
を
含

む
。）、
旧
震
災
特
例
法

第
四
十
八
条
の
表
第
六

十
四
条
第
一
項
の
項

総
合
法
律
支
援
法
（
同
法
第
四
十

八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
こ
の
法

律
の
規
定
を
含
む
。）

総
合
法
律
支
援
法
（
同
法
第
四
十
八
条
に
お

い
て
準
用
す
る
こ
の
法
律
の
規
定
を
含
む
。）

及
び
旧
震
災
特
例
法

第
四
十
九
条
第
一
号

又
は
第
四
十
七
条
の
四
第
一
項

若
し
く
は
第
四
十
七
条
の
四
第
一
項
又
は
旧

震
災
特
例
法
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二

項

第
五
十
四
条
第
一
項
第

一
号

こ
の
法
律

こ
の
法
律
（
旧
震
災
特
例
法
附
則
第
三
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。）、
旧
震
災
特
例
法

第
五
十
四
条
第
一
項
第

四
号

若
し
く
は
第
五
項

、
同
条
第
五
項
（
旧
震
災
特
例
法
附
則
第
三

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。）

第
五
十
四
条
第
一
項
第

五
号

業
務
以
外

業
務
及
び
東
日
本
大
震
災
法
律
援
助
事
業
以

外

第
五
十
四
条
第
一
項
第

八
号

第
四
十
二
条
の
二
第
二
項

第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
（
旧
震
災
特
例
法

附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

附
則
第
三
条
第
三
項
に
次
の
表
を
加
え
る
。

第
十
九
条
第
二
項
第
二

号

こ
の
法
律

こ
の
法
律
又
は
旧
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

に
対
す
る
援
助
の
た
め
の
日
本
司
法
支
援
セ

ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
四
年
法
律
第
六
号
）
附
則
第
三
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
（
以
下
「
旧
震
災
特

例
法
」
と
い
う
。）

第
二
十
三
条
第
五
項

こ
の
法
律

こ
の
法
律
、
旧
震
災
特
例
法

第
四
十
九
条
第
一
号

又
は
第
四
十
七
条
の
四
第
一
項

若
し
く
は
第
四
十
七
条
の
四
第
一
項
又
は
旧

震
災
特
例
法
第
四
条
第
二
項

第
五
十
四
条
第
一
項
第

一
号

こ
の
法
律

こ
の
法
律
、
旧
震
災
特
例
法

第
五
十
四
条
第
一
項
第

四
号

若
し
く
は
第
五
項

、
同
条
第
五
項
（
旧
震
災
特
例
法
附
則
第
三

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。）
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附
則
第
三
条
第
三
項
中
「
並
び
に
第
五
条
（
同
条
の
表
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
の
項
、
第
四
十
九
条
第
一
号
の

項
及
び
第
五
十
四
条
第
一
号
の
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
け
る
総
合
法
律
支
援
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

附
則
第
三
条
第
四
項
中
「
、
こ
の
法
律
は
」
及
び
「
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
」
を
削
り
、「
そ
の
効
力
を
有

す
る
」
を
「
従
前
の
例
に
よ
る
」
に
改
め
る
。

（
裁
判
官
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
九
条

裁
判
官
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
特
定
独
立
行
政
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
」
を
「
行
政
執
行
法
人
の
労
働
関
係
に
関

す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
五
章

外
務
省
関
係

（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
六
十
条

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
中
期
目
標
管
理
法
人
）

第
三
条
の
二

機
構
は
、
通
則
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
中
期
目
標
管
理
法
人
と
す
る
。

第
九
条
の
見
出
し
中
「
役
員
」
を
「
副
理
事
長
及
び
理
事
」
に
改
め
、
同
条
中
「
理
事
長
及
び
」
及
び
「
及
び
監

事
」
を
削
る
。

第
十
六
条
中
「
第
六
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
監
事
の
意
見
を
付
し
て
」
を
「
監
査
報
告
を
添
付
し
て
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
監

事
の
意
見
を
記
載
し
た
書
面
」
を
「
監
査
報
告
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
「
監
事
の
意
見
を
付
し
」
を
「
監
査
報
告
を
添
付
し
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
監
事
の

意
見
を
記
載
し
た
書
面
」
を
「
監
査
報
告
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、

同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
四
項
と

し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、「
補
て
ん
」
を
「
補

」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項

と
し
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
八
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

九
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
項
と
す
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
第
三
十
一
条
第
五
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第
四
項
第
二
号
中
「
第
七
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
法
の
一
部
改
正
）

第
六
十
一
条

独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
中
期
目
標
管
理
法
人
）

第
三
条
の
二

基
金
は
、
通
則
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
中
期
目
標
管
理
法
人
と
す
る
。

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
理
事
の
任
期
）

第
九
条

理
事
の
任
期
は
、
四
年
と
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同

条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
第
四
号
」
を
「
第
七
号
」
に
、「
元
本
補
て
ん
」
を
「
元
本
補

」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
中
「
、
主
務
省
」
及
び
「
、
外
務
省
」
を
削
る
。

第
六
章

財
務
省
関
係

（
国
家
公
務
員
宿
舎
法
の
一
部
改
正
）

第
六
十
二
条

国
家
公
務
員
宿
舎
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
ロ
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
四
項
」
に
、「
特
定
独
立
行
政
法
人
」
を
「
行
政
執
行
法

人
」
に
改
め
る
。
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